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【資料１ 事例分析結果】 

 

（１） 発生件数の推移 

 

 

図１ 神奈川県内における異常現象発生件数推移 
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（２） 発生原因別件数の分析 

 

表１ａ 発生原因別件数（2015～2019 年） 

 
  

　原因区分 2015 2016 2017 2018 2019 総計 割合

A1構造設計不良 2 2 0 5 4 13 5%

A2材料不良 0 0 3 0 0 3 1%

A3工作不良 4 4 3 4 3 18 7%

A4計装制御系統の欠陥 0 0 2 0 2 4 2%

A5劣化 15 10 16 20 25 86 35%

A6外部加重又は衝撃 2 1 1 0 0 4 2%

A7その他（地震、台風等による自然災害等） 1 6 0 3 11 21 8%

小計 24 23 25 32 45 149 60%

B1作業情報の提供・伝達の不備 4 0 1 2 2 9 4%

B2認知・確認のミス 5 9 7 10 7 38 15%

B3誤判断 1 0 0 1 1 3 1%

B4誤操作 1 1 0 2 2 6 2%

B5技量未熟（経験不足） 0 0 0 0 1 1 0.4%

B6作業基準の不備 3 3 1 5 4 16 6%

B7指揮命令の不備 0 0 0 0 0 0 0%

B8点検不良 0 1 4 2 4 11 4%

B9補修不良 1 2 0 1 1 5 2%

B10その他（作業環境/連絡不足、失火等) 0 1 4 3 2 10 4%

小計 15 17 17 26 24 99 40%

その他　（区分なし：不明） 0 0 0 0 1 1 0.4%

合計 39 40 42 58 70 249 100%

設
備
関
係

運
転
管
理
関
係
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表１ｂ 発生原因別件数（2010～2014 年） 

 
※2011 年の「A7 その他」には東日本大震災による発災事例 19 件を含む。 

  

　原因区分 2010 2011 2012 2013 2014 総計 割合

A1構造設計不良 0 0 2 4 2 8 4%

A2材料不良 1 1 2 1 0 5 2%

A3工作不良 1 1 0 6 0 8 4%

A4計装制御系統の欠陥 2 0 3 0 0 5 2%

A5劣化 14 8 10 11 9 52 24%

A6外部加重又は衝撃 1 0 0 1 1 3 1%

A7その他（地震、台風等による自然災害等） 1 27 2 4 2 36 17%

小計 20 37 19 27 14 117 55%

B1作業情報の提供・伝達の不備 0 0 1 1 4 6 3%

B2認知・確認のミス 3 1 7 11 1 23 11%

B3誤判断 0 0 0 0 0 0 0%

B4誤操作 4 1 6 1 1 13 6%

B5技量未熟（経験不足） 0 0 1 0 1 2 1%

B6作業基準の不備 5 1 3 4 7 20 9%

B7指揮命令の不備 0 0 1 0 0 1 0.5%

B8点検不良 3 1 5 8 3 20 9%

B9補修不良 1 0 0 0 0 1 0.5%

B10その他（作業環境/連絡不足、失火等) 2 2 0 1 1 6 3%

小計 18 6 24 26 18 92 43%

その他　（区分なし：異物混入、車両火災等） 0 0 4 0 1 5 2%

合計 38 43 47 53 33 214 100%

設
備
関
係

運
転
管
理
関
係
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Ａ１　構造設計不良  （１３件，　５％）

Ａ２　材料不良  （　３件，　１％）

Ａ３　工作不良  （１８件，　７％）

Ａ４　計装制御系統の欠陥  （　４件， ２％）

Ａ５　劣化  （８６件，３５％）

Ａ６　外部加重又は衝撃  （　４件，　２％）

Ａ７　その他  （２１件，　８％）

Ｂ１　作業情報の提供・
　　　伝達の不備

 （　９件，　４％）

Ｂ２　認知・確認のミス  （３８件，１５％）

Ｂ３　誤判断  （　３件，　１％）

Ｂ４　誤操作  （　６件，　２％）

（　９９件，４０％） Ｂ５　技量未熟
　　　（経験不足）  （　１件，０．４％）

Ｂ６　作業基準の不備  （１６件，　９％）

Ｂ７　指揮命令の不備  （　０件，　０％）

Ｂ８　点検不良  （１１件，　４％）

Ｂ９　補修不良  （　５件，　２％）

Ｂ10 その他  （１０件，　４％）

区分なし

(異物混入、車両火災等）
その他

（　　１件，０.４％）

設備関係
[ハード面]

（１４９件，６０％）

異常現象事例

（２４９件）

運転管理関係
[ソフト面]

 

図２ 発生原因別の統計と解析 
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図３ 発生原因別件数 
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図４ａ 各年別発生原因別件数（2015～2019 年） 

 

 

 

図４ｂ 各年別発生原因別件数（2010～2014 年）  
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（３） 事故の種類別分析 

 

表２ 事故の種類別件数 

 
※2011 年から東日本大震災による発災事例 19 件（A7 その他：漏洩 12、破損 6、火災 1）を除く。 

 

 

 

 

図５ 事故の種類別件数  

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 総計 割合

火災 11 11 17 14 22 75 30%

漏洩 28 27 22 43 46 166 67%

爆発 1 1 0%

破損 1 2 1 1 5 2%

放出 1 1 0%

電気系統事故 （アーク放電） 1 1 0%

総計 39 40 42 58 70 249 100%

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 総計 割合

火災 11 7 12 16 14 60 31%
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放出 0 0%
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図６ａ 事故の種類別の割合（2015～2019 年） 

 

 

 

 
図６ｂ 事故の種類別の割合（2010～2014 年） 
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（４） 事故の種別と発生原因との関係分析 

ア 全体評価分析 

 

表３ａ 事故の種別と原因区分別件数（2015～2019 年） 

 
 

  

火災 破損 爆発 漏洩 放出

電気系
統事故
（アーク
放電）

総計 割合

3 2 8 13 5%
3 3 1%

設 2 16 18 7%
備 2 1 1 4 2%
関 11 75 86 35%
係 4 4 2%

9 12 21 8%
小計 30 3 0 116 0 0 149 60%

5 4 9 4%
18 19 1 38 15%

運 2 1 3 1%
転 2 4 6 2%
管 1 1 0%
理 2 13 1 16 6%
関 0 0%
係 3 2 6 11 4%

3 2 5 2%
9 1 10 4%

小計 44 2 1 50 1 1 99 40%

その他　（不明） 1 1 0%

　総計 75 5 1 166 1 1 249 100%

B10その他

A6外部加重又は衝撃

A7その他

B1作業情報の提供・伝達の不備

B2認知・確認のミス

B3誤判断

B4誤操作

B5技量未熟（経験不足）

B6作業基準の不備

B7指揮命令の不備

B8点検不良

B9補修不良

A5劣化

A1構造設計不良

A2材料不良

A3工作不良

A4計装制御系統の欠陥
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表３ｂ 事故の種別と原因区分別件数（2010～2014 年） 

 
※東日本大震災による発災事例 19 件（A7 その他：漏洩 12、破損 6、火災 1）を除く。 

 

  

火災 破損 爆発 漏洩 放出

電気系
統事故
（アーク
放電）

総計 割合

4 1 1 2 8 4%
2 3 5 3%

設 1 7 8 4%
備 1 1 3 5 3%
関 5 1 1 45 52 27%
係 1 2 3 2%

9 3 1 4 17 9%
小計 23 5 4 66 0 0 98 50%

2 4 6 3%
5 18 23 12%

運 0 0%
転 2 11 13 7%
管 2 2 1%
理 12 8 20 10%
関 1 1 1%
係 7 13 20 10%

1 1 1%
5 1 6 3%

小計 35 0 1 56 0 0 92 47%

その他　（区分なし） 2 3 5 3%

　総計 60 5 5 125 195 100%

B6作業基準の不備

B7指揮命令の不備

B8点検不良

B9補修不良

B10その他

B5技量未熟（経験不足）

A1構造設計不良

A2材料不良

A3工作不良

A4計装制御系統の欠陥

A5劣化

A6外部加重又は衝撃

A7その他

B1作業情報の提供・伝達の不備

B2認知・確認のミス

B3誤判断

B4誤操作
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図７ａ 事故の種別と発生原因別件数（2015～2019 年） 
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図７ｂ 事故の種別と発生原因別件数（2010～2014 年） 
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イ 設備（ハード）面の内訳分析 

 

 

図８ａ 発生原因別件数（設備関係 2015～2019 年） 

 

 

 

 

図８ｂ 発生原因別件数（設備関係 2010～2014 年） 
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図９ 事故の種類別件数（設備関係） 

 

 

 

図１０ａ 事故の種類別割合（設備関係 2015～2019 年） 

 

 

 

図１０ｂ 事故の種類別割合（設備関係 2010～2014 年） 
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ウ 運転管理（ソフト）面の内訳分析 

 

 

図１１ａ 事故の種別と発生原因別件数（運転管理関係 2015～2019 年） 

 

 

 

 

図１１ｂ 事故の種別と発生原因別件数（運転管理関係 2010～2014 年） 
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図１２ 事故の種類別件数（運転管理関係） 

 

 

 

図１３ａ 事故の種類別割合（運転管理関係 2015～2019 年） 

 

 

 
図１３ｂ 事故の種類別割合（運転管理関係 2010～2014 年） 
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（５） 事故の発生場所と発生原因の分析 

ア 全体評価分析 

 

表４ 事故の発生場所別件数 

 

 

 

 

 

図１４ 事故の発生場所別件数 

 

  

件数 割合 件数 割合
Ａ塔槽類 52 21% 41 21%
Ｂ回転機器 13 5% 20 10%
Ｃ配管系 99 40% 73 37%
Ｄ附属施設 21 8% 14 7%
Ｅユーティリティ 18 7% 6 3%
Ｆ荷役設備 10 4% 11 6%
Ｇ輸送設備 7 3% 10 5%
Ｈその他 28 11% 20 10%
不明 1 0% － －
総計 249 100% 195 100%
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図１５ａ 事故の発生場所別割合（2015～2019 年） 

 

 

 

 

図１５ｂ 事故の発生場所別割合（2010～2014 年） 
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イ 配管系事例の内訳分析 

 

表５ａ 配管系事例の内訳分析（2015～2019 年） 

 

  

件数 割合

A1構造設計不良 8 8%

A2材料不良 0 0%

A3工作不良 8 8%

A4計装制御系統の欠陥 1 1%

A5劣化 57 58%

A6外部加重又は衝撃 1 1%

A7その他 5 5%

小計 80 81%

B1作業情報の提供・伝達の不備 0 0%

B2認知・確認のミス 11 11%

B3誤判断 0 0%

B4誤操作 1 1%

B5技量未熟（経験不足） 0 0%

B6作業基準の不備 2 2%

B7指揮命令の不備 0 0%

B8点検不良 3 3%

B9補修不良 1 1%

B10その他 1 1%

小計 19 19%

その他　（区分なし） 0 0%

総計 99 100%

　原因区分

設
備
関
係

運
転
管
理
関
係
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表５ｂ 配管系事例の内訳分析（2010～2014 年） 

 

※東日本大震災関連事例２件（火災１、爆発１件）を除く。 

 

  

件数 割合

A1構造設計不良 0 0%

A2材料不良 3 4%

A3工作不良 3 4%

A4計装制御系統の欠陥 3 4%

A5劣化 31 42%

A6外部加重又は衝撃 2 3%

A7その他 1 1%

小計 43 59%

B1作業情報の提供・伝達の不備 1 1%

B2認知・確認のミス 9 12%

B3誤判断 0 0%

B4誤操作 4 5%

B5技量未熟（経験不足） 0 0%

B6作業基準の不備 2 3%

B7指揮命令の不備 0 0%

B8点検不良 10 14%

B9補修不良 0 0%

B10その他 1 1%

小計 27 37%

その他　（区分なし） 3 4%

総計 73 100%

設
備
関
係

運
転
管
理
関
係

　原因区分
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図１６ 配管系事例の内訳分析（原因別件数） 
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図１７ａ 配管系事例の内訳分析（原因別割合 2015～2019 年） 

 

 

 

図１７ｂ 配管系事例の内訳分析（原因別割合 2010～2014 年） 
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ウ 塔槽類事例の内訳分析 

 

表６ａ 塔槽類事例の内訳分析（2015～2019 年） 

 
  

件数 割合

A1構造設計不良 3 6%

設 A2材料不良 0 0%

備 A3工作不良 7 13%

関 A4計装制御系統の欠陥 1 2%

係 A5劣化 16 31%

A6外部加重又は衝撃 1 2%

A7その他 5 10%

小計 33 63%

B1作業情報の提供・伝達の不備 3 6%

運 B2認知・確認のミス 5 10%

転 B3誤判断 0 0%

管 B4誤操作 0 0%

理 B5技量未熟（経験不足） 1 2%

関 B6作業基準の不備 6 12%

係 B7指揮命令の不備 0 0%

B8点検不良 3 6%

B9補修不良 0 0%

B10その他 1 2%

小計 19 37%

総計 52 100%

　原因区分
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表６ｂ 塔槽類事例の内訳分析（2010～2014 年） 

 
※東日本大震災関連事例１５件（火災１、漏洩８、破損６件）を除く。 

 

  

件数 割合

A1構造設計不良 0 0%

設 A2材料不良 0 0%

備 A3工作不良 1 2%

関 A4計装制御系統の欠陥 0 0%

係 A5劣化 10 24%

A6外部加重又は衝撃 1 2%

A7その他 7 17%

小計 19 46%

B1作業情報の提供・伝達の不備 2 5%

運 B2認知・確認のミス 5 12%

転 B3誤判断 0 0%

管 B4誤操作 2 5%

理 B5技量未熟（経験不足） 2 5%

関 B6作業基準の不備 5 12%

係 B7指揮命令の不備 1 2%

B8点検不良 4 10%

B9補修不良 0 0%

B10その他 1 2%

小計 22 54%

総計 41 100%

　原因区分
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図１８ 塔槽類事例の内訳分析（原因別件数） 
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図１９ａ 塔槽類事例の内訳分析（原因別割合 2015～2019 年） 

 

 

 

図１９ｂ 塔槽類事例の内訳分析（原因別割合 2010～2014 年）  
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（６） 事故発生時の運転状況の分析 

 

表７ 運転状況別件数 

 
 

 

 

 

図２０ 事故時の運転状況別件数 

  

件数 割合 件数 割合
シャットダウン操作時 6 2% 4 2%
スタートアップ操作時 26 10% 17 9%
定常運転時 155 62% 128 66%
修理中（不定期） 8 3% 9 5%
定修時 6 2% 9 5%

その他 48 19% 28 14%

249 100% 195 100%

2010～2014年2015～2019年

0 50 100 150 200

その他

定修時

修理中（不定期）

定常運転時

スタートアップ操作時
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件数

2010～2014年
2015～2019年
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図２１ａ 事故時の運転状況別割合（2015～2019 年） 

 

 

 

 

図２１ｂ 事故時の運転状況別割合（2010～2014 年） 
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表８ 発生場所の内訳 

 

 

 

 

 

図２２ 定常運転時の発生場所の内訳 

 

  

2015～2019年 （件数）

塔槽類 回転機器 配管系 附属施設
ユーティ
リティ

荷役設備 輸送設備 その他 合計

定常運転時 38 7 61 13 9 9 5 13 155
スタートアップ操作時 4 4 11 3 2 2 26
シャットダウン操作時 3 1 1 1 6

合計 45 11 73 17 11 9 5 16 187

2010～2014年 （件数）

塔槽類 回転機器 配管系 附属施設
ユーティ
リティ

荷役設備 輸送設備 その他 合計

定常運転時 24 14 48 7 5 10 6 14 128
スタートアップ操作時 6 1 7 3 17
シャットダウン操作時 1 2 1 4

合計 31 17 56 10 5 10 6 14 149
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件数
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図２３ スタートアップ操作時の発生場所の内訳 

 

 

 

 

図２４ シャットダウン操作時の発生場所の内訳 
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表９ａ 発生原因別件数（2015～2019 年） 

 

 

表９ｂ 発生原因別件数（2010～2014 年） 

 
  

件数 割合 件数 割合 件数 割合

A1構造設計不良 5 3% 1 4% 1 17%
設 A2材料不良 1 1% 0 0% 0 0%
備 A3工作不良 14 9% 2 8% 0 0%
関 A4計装制御系統の欠陥 4 3% 0 0% 0 0%
係 A5劣化 62 40% 5 19% 0 0%

A6外部加重又は衝撃 3 2% 1 4% 0 0%
A7その他 11 7% 3 12% 2 33%

小計 100 65% 12 46% 3 50%

B1作業情報の提供・伝達の不備 5 3% 1 4% 0 0%
運 B2認知・確認のミス 17 11% 8 31% 0 0%
転 B3誤判断 2 1% 0 0% 0 0%
管 B4誤操作 4 3% 1 4% 0 0%
理 B5技量未熟（経験不足） 0 0% 0 0% 0 0%
関 B6作業基準の不備 10 6% 1 4% 2 33%
係 B7指揮命令の不備 0 0% 0 0% 0 0%

B8点検不良 9 6% 1 4% 0 0%
B9補修不良 1 1% 1 4% 1 17%
B10その他 7 5% 1 4% 0 0%

小計 55 35% 14 54% 3 50%
その他　（区分なし） 0 0% 0 0% 0 0%

　総計 155 100% 26 100% 6 100%

定常運転時 スタートアップ操作時 シャットダウン操作時

件数 割合 件数 割合 件数 割合

A1構造設計不良 6 5% 2 12% 0 0%
設 A2材料不良 3 2% 1 6% 0 0%
備 A3工作不良 5 4% 0 0% 1 25%
関 A4計装制御系統の欠陥 5 4% 0 0% 0 0%
係 A5劣化 34 27% 4 24% 2 50%

A6外部加重又は衝撃 2 2% 0 0% 0 0%
A7その他 12 9% 0 0% 0 0%

小計 67 52% 7 41% 3 75%

B1作業情報の提供・伝達の不備 2 2% 0 0% 0 0%
運 B2認知・確認のミス 16 13% 0 0% 0 0%
転 B3誤判断 0 0% 0 0% 0 0%
管 B4誤操作 7 5% 2 12% 0 0%
理 B5技量未熟（経験不足） 1 1% 1 6% 0 0%
関 B6作業基準の不備 10 8% 5 29% 1 25%
係 B7指揮命令の不備 0 0% 0 0% 0 0%

B8点検不良 17 13% 2 12% 0 0%
B9補修不良 0 0% 0 0% 0 0%
B10その他 5 4% 0 0% 0 0%

小計 58 45% 10 59% 1 25%
その他　（区分なし） 3 2% 0 0% 0 0%

　総計 128 100% 17 100% 4 100%

シャットダウン操作時定常運転時 スタートアップ操作時
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表１０ スタートアップ・シャットダウン操作時の事故の種類別評価 

 

 

 

 

 

図２５ａ 発生原因別件数（2015～2019 年） 

 

  

件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合
火災 11 42% 5 29% 1 17% 1 25%
漏洩 15 58% 11 65% 4 67% 3 75%
爆発 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%
破損 0 0% 1 6% 1 17% 0 0%
総計 26 100% 17 100% 6 100% 4 100%
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図２５ｂ 発生原因別件数（2010 年～2014 年） 
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図２６ａ 発生原因別割合（定常運転時 2015～2019 年） 

 

 

 

 

図２６ｂ 発生原因別割合（定常運転時 2010 年～2014 年） 
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図２７ａ 発生原因別割合（スタートアップ操作時 2015～2019 年） 

 

 

 

 

図２７ｂ 発生原因別割合（スタートアップ操作時 2010～2014 年） 
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図２８ スタートアップ操作時の事故の種類別件数 

 

 

 

 
図２９ シャットダウン操作時の事故の種類別件数 
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